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図1 保護司数と保護司の平均年齢の推移
（法務総合研究所 (2017)に基づき坑者作成］




2016年 1月現在の保護司の職業別構成比は無職 （主婦を含む）が約 27%
ともっとも多く，ついで会社員等が23%,宗教家 1%,商業 ・サービス業9%,
農林漁業7%となっている．図 2は，1953-2004-年の職業別構成比の推移で
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係付けの容易性」 「“われわれ意識 (we-feeling)"による共感性」の 3つに区別
できこれらは 「おしなべて，保護司活動を展開する上での有利な潜在能力と































































を含む 2000年以降の研究としては，管見の限りでは，生島，十河 (2002), 先









































いる」との回答が多い順に，学校 (47.3%), BBS会や更生保護女性会 (44.3%)會






























A 70代 女性 教員
B 60代 男性 宗教家 （元会社員）
C 60代 男性 公務員
D 70代 男性 会社杜長
E 70代 男性 教員














c: 私 ＊＊＊地区なんですけど， （中略）＊＊＊地区っていうのはですね，役


















ですね．要するに ＊＊＊ とか＊＊＊ とかいうのは，都市型に近いからね．隣
が nしてるのってい‘の からんよ‘な地域なんでよ． んま 連が








パ トー たさんててますよね．それに の 口からご入ってきま





































7 1日の． 土Hパレードに出てみませんかとい ‘： いがあって まあ そ
れは しましょ‘とい‘ことで 士Hパレードに,-ったとでそこの
でヨ司にならないかとい‘ 牛しられて ま りに悪いわiじゃないか










































自ノの町内の子とかって然出て るんですよね．そ‘ ると こちらもロ


















E: それがいいことにそれが今まで 1回もありません，これ やりにくいと思
いま よ っておればだからでよほんとにつておるよ‘な人が
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